
連合山形は第３１回年次大会を１１月９日、大手門パルズにて、
開催しました。
開会に先立ち小口裕之会長代行は、「昨年の定期大会の中間
年にあたる年次大会であり、この１年間の総括から補強して向
こう１年間の活動補強方針を決定する大会である」とし、「２０１９
春季生活闘争での格差是正、働く者の立場にたった働き方改革
の取り組み、組織拡大の取り組みを強化するとともに、安倍政
権の暴走に歯止めをかけるために、統一地方選挙、参議院選挙
勝利のために万全の態勢を整え、全力で闘い抜こう」とあいさ
つ。
来賓として、若松正俊山形県副知事、齋藤順治山形市副市長、
青柳安展国民民主党県連代表、高橋啓介社民党県連代表、舟山
やすえ参議院議員梅津庸成政策秘書よりあいさつをいただきま
した。
大会では一般活動報告と２０１９年度活動補強方針（案）、会計
決算報告、２０１９年度予算（案）が質疑を経て全会一致で承認さ
れました。
役員の補充選出では、２０１８年１月の岡田新一会長の急逝から
不在だった会長職に水戸吉一氏（交通労連）が選出されました。
また副会長に蒲原清天氏（ＵＡゼンセン）、柿崎隆英氏（電機
連合）、齋藤洋次氏（交通労連）、執行委員に上野航太朗氏（青
年委員会 : 自治労）、会計監査に庄司裕亮氏（労金労組）がそれぞれ選出されました。合わせて、これまで副会長で
会長代行を担ってこられた小口裕之氏も引き続き会長代行として選出されました。任期はそれぞれ２０１９年の第３２回定
期大会までとなります。
最後に参加者全員で「働くことを軸とする安心社会の実現に向け、今こそ、次の飛躍へ、確かな一歩を踏み出そう」
とする大会宣言を満場の拍手で確認し、新たに会長に選出された水戸会長の「団結がんばろう」三唱で閉会しました。

　　　2019連合山形新春旗開き
と　き：2019年1月7日（月）1５時３0分
ところ：大手門パルズ
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新会長に選出されあいさつする水戸吉一氏

議長団の左から伊藤真理代議員（ＪＡＭ）と
松尾拓哉代議員（自治労）

新会長に水戸吉一氏（交通労連）を選出
連合山形第31回年次大会を開催



連合山形ニュース

（2）

１０月２5日、大手門パルズにおいて、山形県退職
者連合「第２6回定期総会」が開催され、２０１８年度
活動報告、２０１９年度活動計画が全会一致で確認さ
れました。
定期総会の参加者は、連合山形に結集する現役
の組合員とともに、地域において信頼される組織
として認知されるように、運動を前に進めていく
ことを誓い合っていました。

〈2019年度役員体制〉
役 職 名 氏　　名 所　　属 備考 役 職 名 氏　　名 所　　属 備考
会 長 伊藤　　寛 山退教協 再任 幹 事 上野　　力 UAゼンセン山形友の会 再任
副 会 長 田中　正子 出羽路会 新任 幹 事 小山　宗利 山形交通ＯＢ会 再任
副 会 長 江口　一男 ＪＰ労組退 再任 幹 事 細谷　正實 第一貨物退 再任
副 会 長 秋葉　聖史 県職員退 新任 幹 事 高橋　宗一 全日通退 再任
事 務 局 長 鈴木　文夫 山形市職労退 再任 幹 事 田村　義美 東北電力ＯＢ会 再任
事務局次長 山川　長生 ろうきん退山形 再任 幹 事 志鎌　一夫 ＪＲ総連ＯＢ会 再任
事務局次長 柏木　　実 連合山形 再任 幹 事 石山　　豊 最上地区退連 再任
幹 事 斎藤　裕治 ＮＴＴ労退 再任 幹 事 渡部　啓一 酒田飽海地区退連 再任
幹 事 斎藤　壮一 庄内交通交寿会 再任 幹 事 佐々木敏安 西村山地区退連 再任
幹 事 太田　良一 山退教協 再任 幹 事 阿部　紘三 北村山地区退連 再任
幹 事 梅津　一春 山高退協 再任 幹 事 小泉　信三 田川地区退連 再任
幹 事 三浦　　武 秋田山形林退会 再任 会計監査 鈴木　清次 県職員退 新任
幹 事 杉原　邦雄 農水省退 再任 会計監査 森谷　昭江 出羽路会 再任
幹 事 佐藤　研治 上山市職労退 新任

山形県退職者連合第26回定期総会を開催

役員の補充選出者一覧（任期：2019年第32回定期大会まで）

役職名 氏　　名 構成組織名
会 長 水 戸　 吉 一 交通労連
会長代行 小 口　 裕 之 県教組
副 会 長
副 会 長
副 会 長

蒲 原　 清 天
柿 崎　 隆 英
齋 藤　 洋 次

ＵＡゼンセン
電機連合
交通労連

執行委員
会計監査

上野航太朗
庄 司　 裕 亮

青年委員会（自治労）
労金労組

役員の退任者一覧

役職名 氏　　名 構成組織名
副 会 長
副 会 長

角 谷　 俊 一
井 上　 雄 吾

ＵＡゼンセン
電機連合

執行委員
会計監査

本 間　 光 祐
芳 賀　 晃 一

青年委員会（自治労）
労金労組

決意を述べる水戸吉一新会長

改正労基法の施行や組織拡大、参議院選挙・
統一地方選挙への対応など課題は山積してい
る。逃げることなく、しっかりと真摯に取り組
んでいきたい。岡田前会長や先輩たちが築いて
きた３０年の歩みを財産に、仲間とともに力を合
わせ、運動を強化していきたい。

あいさつする伊藤会長
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連合山形女性委員会（木口久仁子委員長：ＪＰ労組）は、１０月２7日、大
手門パルズにおいて「第３０回総会」を開催し、２０１８年度の活動を振り返り、
２０１９年度の活動補強方針を確立しました。
昨年度に規約が改正され、役員の任期が２か年となったことから、今年
度は役員２年目となり、活動の幅も広がり、女性委員会運動の更なる前進
が期待されています。
総会終了後には、㈱Ｂマインド　代表取締役　関根近子氏を講師に迎え、
「仕事もプライベートも輝いて生きる」と題した学習会が行われ、講師の
話にメモをとりながら熱心に聞き入っていました。
〈2019年度役員体制〉◎は新任

連合山形青年委員会（荒井拓也委員長：情報労連）は、１０月２7日、大手
門パルズにおいて「第２９回総会」を開催し、活発な質疑の中で、２０１８年度
の活動を振り返り、２０１９年度の活動補強方針が確立されました。
荒井委員長は、「活動方針に基づき、学習と交流を柱に、青年運動を前
に進めたい」と決意を述べました。
総会終了後、七日町メンタルクリニックの高橋誠一郎院長を講師に迎え、
「かんばり過ぎないためのセルフケア」と題して学習会を開催し、働き過
ぎ、頑張り過ぎから自分の心と身体の健康を守るヒントを学びました。
〈役員体制〉（◎は新任）

女性委員会第30回総会を開催

青年委員会第29回総会を開催

あいさつする木口久仁子委員長

活発に意見交換された青年委員会総会

※1 ※2

※3

1

2

3

役　職 氏　　　名 構成組織
委 員 長 木口久仁子 Ｊ Ｐ 労 組
副 委 員 長 秋葉奈緒子 交 通 労 連
副 委 員 長 金谷由美子 Ｊ Ａ Ｍ
副 委 員 長 星野　幸子 電 機 連 合
事 務 局 長 秋山　和子 自 治 労

役　職 氏　　　名 構成組織
事 務 局 次 長 中嶋　香純 自 動 車 総 連
事 務 局 次 長 ◎川村　杏奈　 情 報 労 連
事 務 局 次 長 齋藤　厚子 電 力 総 連
事 務 局 次 長 下田　礼佳 県 教 組

役　職 氏　　　名 構成組織
委 員 長 荒井　拓也 情 報 労 連
副 委 員 長 小林　史人 全 労 金
副 委 員 長 金子　　良 県 教 組
副 委 員 長 本間　智也 Ｊ Ｐ 労 組
副 委 員 長 鈴木　友博 交 通 労 連

役　職 氏　　　名 構成組織
事 務 局 次 長 ◎上野航太朗　 自 治 労
幹 事 門馬　碧海 電 力 総 連
幹 事 ◎菊地　佳樹　 電 機 連 合
幹 事 ◎阿部　芳紀　 Ｊ Ａ Ｍ
幹 事 ◎佐藤　拓也　 森 林 労 連

「働き方改革関連法の改正」 が2019年4月施行！！
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２０１９年度予算編成に向けた連合山形と「県所管課との意見交換会」を１０月
１6日、県庁を会場に開催しました。冒頭に水戸吉一政策制度確立委員長から
「連合山形が雇用労働政策・行政改革・産業環境政策・社会保障政策・教育
政策の５つの部会で約３か月かけてまとめた政策制度について、県の担当所
管課と意見交換を行うことで、共通の理解が図られ、私どもが求める政策制
度が一歩でも前進できるように要請したい」と述べ、各部会２項目以内に絞
り、県の担当所管課と多岐にわたる活発な意見交換が行われました。
意見交換した項目は以下のとおり
【雇用労働政策】
１．障害者の就労支援の強化について
【行政改革】
１．総合的な防災・減災対策の充実について　　２．公文書の管理について
【産業・環境政策】
１．インバウンド観光の促進について　　　　　２．河川氾濫時における対応について
【社会保障政策】
１．切れ目のない医療を提供する体制の確立について
２．子ども子育て支援新制度の着実な実施とすべての子どもが心身ともに健やかに育つための環境整備について
【教育政策】
１．教職員の「働き方改革」について　　　　　２．就学支援の改善と居場所つくりについて

連合の政策について説明する
水戸吉一政策制度確立委員長

2019年度予算編成に向けた 「県所管課との意見交換会」を開催

決意を述べる舟山やすえ参議院議員

第1部で講演する田勢康弘氏

舟山やすえ参議院議員の「政経セミナー２０１８」が１１月１９日、山形市のパレ
スグランデールを会場に約5００人が参加して開催されました。
第１部は１９44年中国黒竜江省で出生。山形県白鷹町出身の政治ジャーナリ
ストの田勢康弘氏を講師に迎え、「隠蔽と忖度の政治に決別を」と題した講
演が行われました。
田勢氏は、「危機突破解散と銘打って昨年総選挙が打たれたが、突破した
かったのは森友 ･加計問題をはじめとした隠蔽と忖度の自らの政治疑惑だっ
たと言わざるを得ない。また、世界情勢や外交、そして国内情勢など安倍総
理は不都合な真実を語らず隠している。国民の一人ひとりの生活に目を向け、
地方の声を上げていくことが重要だ」と解説しました。
第２部であいさつに立った舟山やすえ参議院議員は「今年は重要な政治決
戦の年だ。統一地方選挙で仲間をしっかり当選させ、その勢いを参議院選挙
の勝利につなげる。地域の声を県民の声をしっかり国政に届けられる私たち
の候補者を早急に擁立し、今の政治の流れを変える一歩を踏み出さなければ
ならない」と力強く決意を表明し、支持の輪の拡大を呼び掛けていました。
また、「政経セミナー２０１８」に先立って、舟山やすえ参議院議員の呼びか
けで来年夏の参議院選挙に向けた会合が開かれました。会合には舟山氏のほ
か、青柳安展国民民主、高橋啓介社民、石黒覚立憲民主の各党県連代表、水
戸吉一連合山形会長が出席し、今後無所属の県議など自治体議員を入れた
「５者会議」に発展させて態勢を整え、統一候補を年内に決定し、年明けか
ら参議院選挙勝利に向けた動きを本格化することが確認されました。

来夏の参院選勝利に向け、「地域のチカラ」の結集を

舟山やすえ「政経セミナー2018」を開催
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（一社）日本ワークルール検定協会が行う「ワークルール検定２０１８・秋編」が１１月２３日、山形市の食糧会館を
会場に行われました。山形会場には東北各地から３6人が受検に訪れました。
今、職場の環境が変わり、働き方も多様になり、職場において色々な問題が起こっています。これは、グロー
バル化による企業間競争の激化や労働法制の規制緩和、働き方の多様化などが進行しているにもかかわらず、労
働者にも管理職や経営者にもワークルール（働くときに必要な法律や決まり事）の知識が乏しいためです。
しかし、ワークルールを知っていれば、そういった働くことに関する問題を未然に防止できたり、解決できた
りすることもたくさんあります。
働く人にとっては、知識を身につけることによって自分や仲間を守ることができます。また、会社にとっては
コンプライアンスの推進や人材の確保に役立ちます。
そこで、ワークルールについて、正確な知識を獲得するための検定制度として２０１３年に「ワークルール検定」
制度が生まれました。労働者（正規・非正規）、管理職、
経営者など、どなたでも職場で役立つ知識を身につけ
ることできる内容となっており、定着してきました。
山形では２回目の検定となりました。
ワークルール検定２０１８・秋（初級）は、１１月２３日（金・
祝）に山形をはじめ、北海道（札幌、函館）、東京、
山梨、愛知、新潟、奈良、和歌山、岡山、愛媛、沖
縄の１２会場で開催され、受検者は真剣な眼差しで問
題に目を通し、回答を記入していました。

山形県労使共同フォーラムを、１１月２7日、霞城セントラル３階・山形市保健センター大会議室を会場に１００人の参
加で開催しました。このフォーラムは連合山形と（一社）山形県経営者協会が主催し、今回は「人財不足時代への対
応策」をテーマに、パネルディスカッション形式で行いました。
冒頭、（一社）山形県経済社会研究所所長の立松潔山形大学名誉教授が県内企業に行なった「景気・雇用に関する
動向調査」を解説し、「新卒者の県内定着、還流策などの政策を求める声が多く寄せられるなど、産業・業種別の人
財不足状況が顕著に把握できた」ことが報告されました。その後、高木郁朗日本女子大学名誉教授をコーディネーター
に、パネラーの平山雅之県商工労働部長、登坂久子あらた介護福祉士実務者養成学校専任教員、佐原伸児県建設業協

会専務理事、水戸吉一連合山形会長から、それぞれの業
種・立場から現状認識と取り組みの報告がなされ、会場
からの意見も受けながら課題の共有化を図りました。
まとめとして高木郁朗コーディネーターは、「少子・
高齢化、人口減少が急速に進む中で、山形県の特性を考
慮しながら、オール山形（産学官金労言）で知恵を出し
合い政策を作り、具体的な提言を積み上げ、成果として
反映させていくことと、人財の量を質でカバーする仕組
みも具体的に検討すべき」とし、参加者全体で確認し合
いました。

36人が検定にチャレンジ！
� ワークルール検定2018・秋（初級）を実施

オール山形で「人財」不足を克服しよう！
山形県労使共同フォーラムを開催
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